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前号の後援会ニュースで“長期休校時”に“保護者が昼間家庭にいない小学校高学年児童”が集う場をつくりたい
と考えている旨をお伝えしましたが、現在、実施日時と対象を拡大させて、“放課後・週末・長期休校時”に“小学
校に通う子どもたち”が集う場をつくるための活動を進めていますのでご紹介します。

放課後や週末、長期休校時などに

活動アドバイザー 安全管理員
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「沢っ子塾（仮称）」

子どもたちの
活動をサポートする

子どもたちの
安全管理を図る

学校や関係機関との連絡調整、人材確保、人員配置、活動プログラ
ムの作成、保護者を含めた地域住民への参加の呼びかけなどを行う

総合的な調整役
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学校（余裕教室、運動場、体育館）・畑・地区センターなどでどこで？

学び 交流 遊び体験

沢田小に通う子どもたちが（地域やPTAの方々の力を借りて）誰が？

また、子どもを中心に据えて“地域のつながり力”を向上させる。

１．子供たちに、多くの人とふれあって活動する“場”を提供する。

２．活動をとおして、子ども・保護者・地域住民が共に成長する。

・地域住民

・社会教育団体関係者など ・PTAの方など

情熱を持つ地域の方

・子どもたちの健全育成に

・退職教員

運営成功
の鍵！

目的



８月初めに、議会だより編集委員会の協議会にて「議会だより自主研究会」による調査結果

報告を行いました。報告では、先だって実施したアンケートの集計・分析結果、他市町議会だ

よりの掲載内容や議員の関わり方、現状の８から１２にページ数を増やすことを仮定しての

“新・ぬまづ議会だより（案）”の紹介などを行いました。来年度からの新・ぬまづ議会だよ

り誕生を目指して、引き続きの活動を進めていきます。

深田のぼるよりひとこと

ご意見・ご要望がありましたら、後援会事務局までご連絡ください。
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対象児童 実施日時

沢田小放課後子ども教室

「沢っ子塾（仮称）」
（H2５．４の開設を狙う）

１～６年生

（小学校に通
う全児童が対
象、放課後児
童クラブ在籍
者も参加可）

・［放課後］毎週 ※ 曜日、午後３時～ １時間程度

・［週 末］１、２ヶ月に数回程度を想定、

時間帯はプログラムによる。

・［長期休校時］週に２回程度を想定、

時間帯はプログラムによる。

大岡小放課後子ども教室

（H20．１０より開設）
・毎週木曜日、午後３時～午後４時頃

大岡南小放課後子ども教室

（H22．９より開設）
・毎週金曜日、午後３時～午後４時１５分の間

放課後児童クラブ
保護者が昼間
家庭にいない
１～３年生

・日曜、祝日、第２・４・５土曜日、年末年始、

３月３１日、４月１日を除く２６３日程度。

放課後は児童の下校時から午後６時まで、長期

休校時は午前８時から午後６時まで。

放課後子ども教室、放課後児童クラブの実施内容比較

配布台数 ２，２００台

自己負担額 ２，０００円

申込方法
９／２８（金）までに往復はがきで申し込み。
申込は１世帯（事業所）につき１通まで。

配布方法
１０月中旬より配布開始。申し込みが配布数を
上回る場合は、抽選を行う。
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「沢っ子塾（仮称）」は、文
部科学省が行っている「放課後
子ども教室」の枠組みで行いま
す。“ 放課 後子 ども教室”は
“放課後児童クラブ”とは異な
り小学校に通う全児童が対象で
す。県内２０市町１１２ヶ所、
市内２ヶ所で実施されています。

取り組みを成功させることができるか否かは、ひとえに「運営ボラン
ティア」の方々をどれだけ見つけられるかにかかっています。現在、関
係各所へのお声がけを始めており、ご協力頂ける方々が集まり始めまし
た。趣旨に賛同頂ける方がいらっしゃいましたら、ご都合の良いときに
お手伝いして下さるだけで結構ですので、是非お力添えをお願いします。
私自身もコーディネータ兼運営ボランティアとして携わっていきます。

来年４月からの沢っ子塾（仮称）開設を目標に、今年度は準備期間と
して、運営ボランティアを引き受けて下さる方の発掘、子どもや保護者
のニーズ調査、プログラム検討、テスト実施などを行う予定です。


